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言語聴覚士がかかわる地域での仕事について　現状と課題……………………………山口勝也
訪問STとしてのかかわり（訪問事業所ST）…………………………………………………大平裕太郎，他
訪問事業所と通所，病院の間をくまなくめぐる地域支援……………………………………山本　徹
学校とのかかわり… ……………………………………………………………………………………………………鬼塚祥子
発達障害のある小児への長期にわたるかかわり…………………………………………………藤野泰彦
当事者や家族の会へのかかわり（小児分野）…………………………………………………………阿部　聡

地域における言語聴覚士の仕事―これからの展望

※都合により誌面が変更される場合がございます。

思い起こせば昨年もこの時期に編集後記を承ったが，昨年は診療報酬改定で今回は介
護報酬改定の真っただ中であり，本号が出版される頃にはおそらくその全貌が明ら

かになっていると思われます。この時期は毎日のように平成 27 年度の介護報酬改定につ
いての情報がさまざまなところから聞こえてきています。特に在宅支援を主な業務として
いる拠点や病院，施設などではこの改定が業務の展開の仕方に直結していくので敏感にな
らざるを得ないと思われます。まだこの段階では確定的な部分までは決定されていません
が，概要に関してはかなり明らかになってきています。
　介護報酬全体では 2.27％のマイナス改定となり，基本的な考え方としては 2025（平成
37）年問題をにらんだ形で，「医療提供体制の見直し」と「地域包括ケアシステム」を着実
に構築していく視点が強調されています。同時に予防給付の一部を市町村で実施する地域
支援事業に移行していくことも具体的に示されました。
　さてこういった中でリハビリテーション，つまり介護保険サービスの中の通所リハと訪問リ
ハはどのような位置づけになるのか大変興味深いところといえます。介護給付費分科会での
これまでの議論では，訪問・通所リハともに心身機能へのアプローチに偏重し，活動や参加
に向けたアプローチが不十分とされました。長年訪問リハの普及に取り組んできた経験から
やや不本意な感もありますが，ここから活動と参加に焦点を当てた「生活行為向上リハビリ
テーション」という新たな取り組みが示され，これは大いに注目されると考えます。
　さらに「生活期リハビリテーションマネジメント」を再構築した点も評価されます。か
つて班員としてかかわった，平成 17 年度の厚生労働省の委託研究事業において「介護保
険制度におけるリハビリテーションマネジメント」がまとめられ，それが訪問・通所リハ
において加算として位置づけられました。その後，訪問では本体に含まれ，通所では継続
してきました。今回，大幅な見直しがなされ訪問においても加算が復活する方向になりそ
うです。カンファレンスの充実とともにリハに関して大きな期待が寄せられているという
のが素直な感想です。
　さて，本号の特集ではまさしく「生活行為向上マネジメント活用の効果と実用性」のテー
マでさまざまな分野での具体的な実践について紹介されています。今後の地域でのリハの
あり方に示唆に富んだ内容となっています。読者の皆様の日々の実践に役立てていただけ
ればと考えます。
	 編集委員　伊藤隆夫
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